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都
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市
し

多
た

文
ぶ ん

化
か

施
し

策
さ く

審
し ん

議
ぎ

会
か い

事
じ

務
む

局
きょく

（京
きょう

都
と

市
し

総
そ う

合
ご う

企
き

画
か く

局
きょく

国
こ く

際
さ い

化
か

推
す い

進
し ん

室
し つ

）
2015（平

へいせい
成27）年

ねん
10月

がつ
発
はっこう

行

２０１５ （２０１５ （平平
へ いへ い

成成
せ いせ い

２７）２７）年年
ね んね ん

度度
どど

  第第
だ いだ い

２２回回
か いか い

会会
か いか い

議議
ぎぎ

をを開開
か いか い

催催
さ いさ い

しましたしました

　2015（平
へい

成
せい

27）年
ねん

度
ど

第
だい

２回
かい

会
かい

議
ぎ

は，南
みなみ

区
く

東
ひがし

九
く

条
じょう

の「京
きょう

都
と

市
し

地
ち

域
いき

・多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

ネットワー
クサロン」（※詳

しょう

細
さい

最
さい

終
しゅう

ページ参
さん

照
しょう

）で開
かい

催
さい

しました。東
ひがし

九
く

条
じょう

地
ち

域
いき

は，在
ざい

日
にち

韓
かん

国
こく

・朝
ちょう

鮮
せん

人
じん

を
はじめとする外

がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

（※）が多
おお

く住
す

んでいる地
ち

域
いき

で，これまでから外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

を含
ふく

む地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

及
およ

び各
かく

種
しゅ

団
だん

体
たい

により自
じ

主
しゅ

的
てき

な地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

や多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

に向
む

けた取
とり

組
くみ

が活
かっ

発
ぱつ

に行
おこな

わ
れ，「地

ち

域
いき

に根
ね

付
づ

いた多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

のまちづくり」が実
じっ

践
せん

されている地
ち

域
いき

の一
ひと

つです。会
かい

議
ぎ

では，
第
だい

１回
かい

会
かい

議
ぎ

に引
ひ

き続
つづ

き，地
ち

域
いき

単
たん

位
い

での多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

に向
む

けて，実
じっ

際
さい

に取
と

り組
く

まれて
いる内

ない

容
よう

について報
ほう

告
こく

を受
う

け，意
い

見
けん

交
こう

換
かん

を行
おこな

いました。
　※外

がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

… 外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

に加
くわ

え，日
に

本
ほん

国
こく

籍
せき

取
しゅ

得
とく

者
しゃ

や日
に

本
ほん

人
じん

との国
こく

際
さい

結
けっ

婚
こん

による子
こ

ど
もなど，日

に

本
ほん

国
こく

籍
せき

を持
も

っていても多
た

様
よう

な文
ぶん

化
か

的
てき

背
はい

景
けい

を持
も

つ人
ひと

々
びと

も含
ふく

めて
「外

がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

」と言
い

います。

＜日
にち

　時
じ

＞  2015（平
へい

成
せい

27）年
ねん

8月
がつ

31日
にち

（月
げつ

）午
ご

後
ご

2時
じ

から4時
じ

まで
＜場

ば

　所
しょ

＞ 京
きょう

都
と

市
し

地
ち

域
いき

・多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

ネットワークサロン
＜議

ぎ

　題
だい

＞ 地
ち

域
いき

単
たん

位
い

での多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の展
てん

開
かい

について
 報

ほう

告
こく

１　― 空
あ

き家
や

を活
かつ

用
よう

した留
りゅう

学
が く

生
せ い

の居
い

場
ば

所
しょ

の設
せっ

置
ち

と地
ち

域
いき

との交
こう

流
りゅう

の取
とり

組
くみ

　 報
ほう

告
こく

２　― 多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

におけるコーディネーター機
き

能
のう

について
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　空
あ

き家
や

となっていた実
じっ

家
か

を留
りゅう

学
がく

生
せい

のための住
じゅう

居
きょ

として提
てい

供
きょう

された山
やま

下
した

氏
し

と，実
じっ

際
さい

に入
にゅう

居
きょ

している留
りゅう

学
がく

生
せい

の生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

を行
おこな

っているアジアの希
き

望
ぼう

300の姜
かん

氏
し

。それぞれの立
たち

場
ば

から御
ご

報
ほう

告
こく

いただきました。

山
やま

下
した

氏
し

より
●留

りゅう

学
がく

生
せい

住
じゅう

居
きょ

の整
せい

備
び

に至
いた

る経
けい

過
か

　・ 生
う

まれ育
そだ

ったまちに，何
なに

か役
やく

に立
た

つことができないかという思
おも

いか
ら，空

あ

き家
や

となっていた実
じっ

家
か

をリフォームし，地
ち

域
いき

の方
かた

に活
かつ

用
よう

して
いただきたいと考

かんが

えていた。
　・ どのような団

だん

体
たい

に利
り

用
よう

していただくか検
けん

討
とう

を進
すす

める中
なか

で，京
きょう

都
と

市
し

地
ち

域
いき

・多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

ネットワークサロンの職
しょく

員
いん

のコーディネートにより，アジアの希
き

望
ぼう

300と出
で

会
あ

った。そして，
アジアの希

き

望
ぼう

300で活
かつ

動
どう

する留
りゅう

学
がく

生
せい

のための住
じゅう

宅
たく

（「ホーム・光
ひかり

」）にすることに決
き

めた。
　・ 建

たて

物
もの

は３階
かい

建
だ

てで，１階
かい

には同
どう

居
きょ

する留
りゅう

学
がく

生
せい

同
どう

士
し

，また地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

との交
こう

流
りゅう

に使
し

用
よう

できるようなスペースも
整
せい

備
び

した。
●留

りゅう

学
がく

生
せい

に期
き

待
たい

すること
　・ 日

にち

常
じょう

的
てき

な挨
あい

拶
さつ

や声
こえ

掛
か

け，町
ちょう

内
ない

会
かい

活
かつ

動
どう

や体
たい

育
いく

祭
さい

などへの参
さん

加
か

を通
とお

して，地
ち

域
いき

の方
かた

々
がた

との交
こう

流
りゅう

を大
たい

切
せつ

にしてほ
しい。

　・ 文
ぶん

化
か

や習
しゅう

慣
かん

の違
ちが

いを受
う

け止
と

め，その中
なか

で「地
ち

域
いき

と共
きょう

存
ぞん

する」ということを学
まな

んでほしい。

姜
かん

氏
し

より
●アジアの希

き

望
ぼう

300について
　・ 留

りゅう

学
がく

生
せい

の生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

と地
ち

域
いき

サポートを目
もく

的
てき

に2013年
ねん

に立
た

ち上
あ

げた団
だん

体
たい

で，留
りゅう

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

バザーや進
しん

学
がく

相
そう

談
だん

，地
ち

域
いき

清
せい

掃
そう

，異
い

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

会
かい

など
を行

おこな

っている。
　・ 地

ち

域
いき

サポートとして行
おこな

っている「心
こころ

と体
からだ

の健
けん

康
こう

サークル」では，ス
タッフである留

りゅう

学
がく

生
せい

が地
ち

域
いき

の高
こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

がいのある方
かた

等
とう

との交
こう

流
りゅう

を深
ふか

め，地
ち

域
いき

の方
かた

々
がた

との交
こう

流
りゅう

を通
とお

した学
まな

びを経
けい

験
けん

している。
●今

こん

後
ご

の事
じ

業
ぎょう

展
てん

開
かい

について―留
りゅう

学
がく

生
せい

住
じゅう

居
きょ

「ホーム・光
ひかり

」の整
せい

備
び

を通
とお

して―
　・ 留

りゅう

学
がく

生
せい

にとって，安
あん

価
か

でかつ安
あん

心
しん

して住
す

むことができる家
いえ

があるということはとても重
じゅう

要
よう

で，このことに
より学

がく

業
ぎょう

に専
せん

念
ねん

できるほか，学
がく

業
ぎょう

以
い

外
がい

の時
じ

間
かん

をアルバイトではなく地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

に充
あ

てることができると思
おも

う。
　・ 今

こん

後
ご

，「ホーム・光
ひかり

」も１つの拠
きょ

点
てん

として，まずは「地
ち

域
いき

に根
ね

ざす」ことが必
ひつ

要
よう

だと思
おも

っている。近
きん

隣
りん

の方
かた

に挨
あい

拶
さつ

をする，町
ちょう

内
ない

の清
せい

掃
そう

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

するといった当
あ

たり前
まえ

のことを通
とお

して，地
ち

域
いき

の方
かた

と良
よ

い関
かん

係
けい

を築
きず

き，
子
こ

どもたちや障
しょう

害
がい

のある方
かた

をはじめとする地
ち

域
いき

の方
かた

々
がた

との交
こう

流
りゅう

を進
すす

めていきたい。

空空
ああ

きき家家
やや

をを活活
かつかつ

用用
ようよう

したした留留
りゅうりゅう

学学
がくがく

生生
せいせい

のの居居
いい

場場
ばば

所所
しょしょ

のの設設
せっせっ

置置
ちち

とと地地
ちち

域域
いきいき

とのとの交交
こうこう

流流
りゅうりゅう

のの取取
とりとり

組組
くみくみ

　　
北北
ほっほっ

海海
かいかい

道道
どうどう

大大
だいだい

学学
がくがく

名名
めいめい

誉誉
よよ

教教
きょうきょう

授授
じゅじゅ

　　山山
やまやま

下下
したした

  幹幹
みきみき

雄雄
おお

  氏氏
しし

NPONPO法法
ほうほう

人人
じんじん

 アジアの アジアの希希
きき

望望
ぼうぼう

300　300　姜姜
かんかん

　 　 直直
なおなお

子子
ここ

  氏氏
しし

報
ほう

告
こく

1 

参
さん

考
こう

―京
きょう

都
と

市
し

内
ない

大
だい

学
がく

等
とう

の留
りゅう

学
がく

生
せい

数
すう

―

出
しゅっ

典
てん

：京
きょう

都
と

地
ち

域
いき

留
りゅう

学
がく

生
せい

交
こう

流
りゅう

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

による調
ちょう

査
さ

　日
に

本
ほん

全
ぜん

体
たい

の留
りゅう

学
がく

生
せい

数
すう

が減
げん

少
しょう

傾
けい

向
こう

にある中
なか

，京
きょう

都
と

市
し

内
ない

に本
ほん

部
ぶ

がある大
だい

学
がく

・短
たん

期
き

大
だい

学
がく

に在
ざい

籍
せき

している留
りゅう

学
がく

生
せい

数
すう

は
年
ねん

々
ねん

増
ぞう

加
か

しています。

京
きょう

都
と

市
し

内
ない

大
だい

学
がく

等
とう

留
りゅう

学
がく

生
せい

数
すう

推
すい

移
い
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　向
むかい

島
じま

ニュータウンでセツルメント事
じ

業
ぎょう

を行
おこな

う拠
きょ

点
てん

として活
かつ

動
どう

している「愛
あい

隣
りん

館
かん

研
けん

修
しゅう

センター」。そこで，働
はたら

く辻
つじ

氏
し

から当
とう

該
がい

センターの説
せつ

明
めい

も含
ふく

め，事
じ

例
れい

を報
ほう

告
こく

いただきました。

●「愛
あい

隣
りん

館
かん

研
けん

修
しゅう

センター」のはじまり
　・ 1979年

ねん

に向
むかい

島
じま

ニュータウン内
ない

に，地
ち

域
いき

に生
い

きる人
ひと

たちとともに歩
あゆ

むことを主
しゅ

としたセツルメント事
じ

業
ぎょう

を
行
おこな

う拠
きょ

点
てん

として開
かい

所
しょ

した。
　・ 映

えい

画
が

上
じょう

映
えい

会
かい

や講
こう

演
えん

会
かい

，学
がく

習
しゅう

会
かい

を企
き

画
かく

，実
じっ

施
し

し，地
ち

域
いき

の方
かた

々
がた

との出
で

会
あ

いが拡
かく

大
だい

していった。
●多

た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

に関
かん

する取
とり

組
くみ

　・ 高
こう

齢
れい

者
しゃ

も障
しょう

害
がい

のある方
かた

も誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して暮
く

らすことを可
か

能
のう

にするため，デイサービスセンター事
じ

業
ぎょう

，障
しょう

が
い者

しゃ

地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

センター事
じ

業
ぎょう

などを行
おこな

っている。
　・ 中

ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

が多
おお

く居
きょ

住
じゅう

している地
ち

域
いき

特
とく

性
せい

を踏
ふ

まえ，日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の支
し

援
えん

や多
た

様
よう

な文
ぶん

化
か

的
てき

背
はい

景
けい

をもつ外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

の困
こま

りごとサポートの実
じっ

施
し

のほか，地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

を目
もく

的
てき

に福
ふく

祉
し

関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

等
とう

が出
しゅっ

店
てん

する「向
むかい

島
じま

にっこりフェ
スティバル」の開

かい

催
さい

，広
こう

報
ほう

誌
し

の発
はっ

行
こう

等
とう

を行
おこな

っている。
●地

ち

域
いき

とのつながり，他
た

団
だん

体
たい

との連
れん

携
けい

　・ センターだけで多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の取
とり

組
くみ

を進
すす

めていくには限
げん

界
かい

があるため，行
ぎょう

政
せい

や住
じゅう

民
みん

組
そ

織
しき

，学
がっ

校
こう

等
とう

が参
さん

画
かく

する
「向

むかい

島
じま

二
に

ノ
の

丸
まる

・二
に

の丸
まる

北
きた

あんしんネットワーク」に参
さん

加
か

し，ネットワークとして地
ち

域
いき

のコーディネーター機
き

能
のう

を果
は

たすべく，情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

，要
よう

望
ぼう

活
かつ

動
どう

等
とう

の活
かつ

動
どう

を行
おこな

っている。
　・ 高

こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

がいのある方
かた

，多
た

様
よう

な文
ぶん

化
か

的
てき

背
はい

景
けい

をもつ外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

，それぞれの方
かた

が抱
かか

える課
か

題
だい

を共
きょう

有
ゆう

する
ためにはネットワークの存

そん

在
ざい

が不
ふ

可
か

欠
けつ

で，課
か

題
だい

共
きょう

有
ゆう

が誰
だれ

にとっても住
す

みよい地
ち

域
いき

の構
こう

築
ちく

，地
ち

域
いき

の活
かっ

性
せい

化
か

に
つながると期

き

待
たい

している。

多多
たた

文文
ぶんぶん

化化
かか

共共
きょうきょう

生生
せいせい

におけるコーディネーターにおけるコーディネーター機機
きき

能能
のうのう

について　について　
社社
しゃしゃ

会会
かいかい

福福
ふくふく

祉祉
しし

法法
ほうほう

人人
じんじん

イエスイエス団団
だんだん

  愛愛
あいあい

隣隣
りんりん

館館
かんかん

研研
けんけん

修修
しゅうしゅう

センター　センター　辻辻
つじつじ

　　早早
ささ

苗苗
なえなえ

  氏氏
しし報

ほう
告
こく
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▶ 留
りゅう

学
がく

生
せい

にとって，地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

といろいろな交
こう

流
りゅう

ができることは貴
き

重
ちょう

な経
けい

験
けん

（学
まな

び）になると思
おも

う。「住
じゅう

居
きょ

」，
「アルバイト」，「勉

べん

学
がく

以
い

外
がい

の学
まな

び」の３つがパッケージになれば，良
よ

い循
じゅん

環
かん

が生
う

まれると思
おも

う。
▶ 地

ち

域
いき

のコーディネーターとして，人
ひと

と人
ひと

，人
ひと

と組
そ

織
しき

をつなげるためにどのようにすれば役
やく

に立
た

つのか
ということを考

かんが

えるためのヒントを得
え

ることができた。
▶ 地

ち

域
いき

で孤
こ

立
りつ

している方
かた

を，人
ひと

（町
ちょう

内
ない

会
かい

長
ちょう

や民
みん

生
せい

委
い

員
いん

，地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

）や組
そ

織
しき

（町
ちょう

内
ない

会
かい

・自
じ

治
ち

会
かい

，各
かく

種
しゅ

地
ち

域
いき

の団
だん

体
たい

）とつなげる方
ほう

法
ほう

だけでなく，地
ち

域
いき

で孤
こ

立
りつ

している方
かた

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

の入
にゅう

手
しゅ

方
ほう

法
ほう

も課
か

題
だい

だと思
おも

う。
▶ 相

そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

や各
かく

種
しゅ

団
だん

体
たい

の情
じょう

報
ほう

を記
き

載
さい

した冊
さっ

子
し

を作
さく

成
せい

し，地
ち

域
いき

の町
ちょう

内
ない

会
かい

・自
じ

治
ち

会
かい

の役
やく

員
いん

や民
みん

生
せい

委
い

員
いん

等
とう

に配
はい

布
ふ

し，その冊
さっ

子
し

を地
ち

域
いき

で困
こま

っている方
かた

に渡
わた

してもらうということも可
か

能
のう

だと思
おも

う。
▶ コーディネーターというと個

こ

人
じん

というイメージがあるが，愛
あい

隣
りん

館
かん

研
けん

修
しゅう

センターでは，組
そ

織
しき

でコーディ
ネート的

てき

な取
とり

組
くみ

を進
すす

めておられていて，とても素
す

晴
ば

らしく思
おも

う。
▶ 地

ち

域
いき

単
たん

位
い

での取
とり

組
くみ

を活
かっ

発
ぱつ

に進
すす

めるために，地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

の中
なか

からコーディネーターになってくださるよう
な方

かた

を養
よう

成
せい

できたらいいと思
おも

う。
▶ 地

ち

域
いき

に住
す

む外
がい

国
こく

籍
せき

の方
かた

と，地
ち

域
いき

団
だん

体
たい

の役
やく

員
いん

等
とう

の関
かん

係
けい

者
しゃ

が懇
こん

談
だん

し，課
か

題
だい

や事
じ

情
じょう

を把
は

握
あく

できる機
き

会
かい

があれ
ば，町

ちょう

内
ない

会
かい

・自
じ

治
ち

会
かい

組
そ

織
しき

に様
さま

々
ざま

な影
えい

響
きょう

を与
あた

えると思
おも

う。

委委
いい

員員
いんいん

のの意意
いい

見見
けんけん

（（抜抜
ばっばっ

粋粋
すいすい

））
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事
じ

務
む

局
きょく

か ら の お 知
し

ら せ
本
ほん

ニュースレターや審
しん

議
ぎ

会
かい

に関
かん

する御
ご

意
い

見
けん

などがございましたら，下
か

記
き

までお寄
よ

せください。
（審

しん

議
ぎ

会
かい

の会
かい

議
ぎ

はどなたでも傍
ぼう

聴
ちょう

することができます。）
また，審

しん

議
ぎ

会
かい

ニュースレターのバックナンバーや英
えい

語
ご

版
ばん

を御
ご

希
き

望
ぼう

の方
かた

は，下
か

記
き

までお問
と

い合
あ

わせください。

京
きょう

都
と

市
し

多
た

文
ぶ ん

化
か

施
し

策
さ く

審
し ん

議
ぎ

会
か い

事
じ

務
む

局
きょく

〒604-8571 京
きょう

都
と

市
し

中
なか

京
ぎょう

区
く

寺
てら

町
まち

通
どおり

御
お

池
いけ

上
あが

る上
かみ

本
ほん

能
のう

寺
じ

前
まえ

町
ちょう

488 番
ばん

地
ち

　京
きょう

都
と

市
し

総
そう

合
ごう

企
き

画
かく

局
きょく

国
こく

際
さい

化
か

推
すい

進
しん

室
しつ

TEL： 075-222-3072　　FAX： 075-222-3055　　E メール： kokusai@city.kyoto.jp
ホームページ： http://www.city.kyoto.lg.jp/somu/kokusai/

　南
みなみ

区
く

東
ひがし

九
く

条
じょう

地
ち

域
いき

の特
とく

性
せい

をいかし，地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

や多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

を促
そく

進
しん

するための事
じ

業
ぎょう

を実
じっ

施
し

しています。
　地

ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

や多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

を目
もく

的
てき

とする団
だん

体
たい

に対
たい

し，
施
し

設
せつ

提
てい

供
きょう

やホームページや広
こう

報
ほう

誌
し

「京
きょう

都
と

市
し

地
ち

域
いき

・多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

ネットワークサロン通
つう

信
しん

」での情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

，
パンフレット等

とう

の設
せっ

置
ち

等
とう

により，活
かつ

動
どう

を支
し

援
えん

します。
また，他

た

団
だん

体
たい

との連
れん

携
けい

・交
こう

流
りゅう

促
そく

進
しん

の支
し

援
えん

も行
おこな

ってい
ます。
〒601－8006　京

きょう

都
と

市
し

南
みなみ

区
く

東
ひがし

九
く

条
じょう

東
ひがし

岩
いわ

本
もと

町
ちょう

31
◆開

かい

館
かん

時
じ

間
かん

　平
へい

日
じつ

　9時
じ

～17時
じ

　土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

閉
へい

館
かん

◆連
れん

絡
らく

先
さき

　T e l：075‐671‐0108
　　　　　　Fax：075‐691‐7471
　　　　　　Mail:salon_kyoto@ck9.so-net.ne.jp
◆アクセス　 JR京

きょう

都
と

駅
えき

・市
し

営
えい

地
ち

下
か

鉄
てつ

京
きょう

都
と

駅
えき

八
はち

条
じょう

口
ぐち

か
ら，徒

と

歩
ほ

15分
ふん

。市
し

営
えい

地
ち

下
か

鉄
てつ

九
く

条
じょう

駅
えき

から，
徒
と

歩
ほ

15分。
◆URL: http://k-tabunka.com/

発行：京都市総合企画局国際化推進室
京都市印刷物第275021号

京京
きょうきょう

都都
とと

市市
しし

地地
ちち

域域
い きい き

・・多多
たた

文文
ぶ んぶ ん

化化
かか

交交
こ うこ う

流流
りゅうりゅう

ネットワークサロンネットワークサロン

この印刷物が不要になれば
「雑がみ」として古紙回収等へ！

　8月
がつ

30日
にち

（日
にち

），山
やま

科
しな

区
く

一
いっ

帯
たい

において，東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の教
きょう

訓
くん

を踏
ふ

まえた防
ぼう

災
さい

体
たい

制
せい

のより一
いっ

層
そう

の強
きょう

化
か

を
図
はか

ることを目
もく

的
てき

とする「京
きょう

都
と

市
し

総
そう

合
ごう

防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

」が実
じっ

施
し

され，約
やく

5,000人
にん

の京
きょう

都
と

市
し

民
みん

等
とう

が参
さん

加
か

しました。
　会

かい

場
じょう

の一
ひと

つとなった毘
び

沙
しゃ

門
もん

堂
どう

では，10名
めい

の外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

と７名
めい

の通
つう

訳
やく

ボランティアとともに、外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

等
とう

に対
たい

する避
ひ

難
なん

所
じょ

への誘
ゆう

導
どう

訓
くん

練
れん

，訓
くん

練
れん

用
よう

消
しょう

火
か

器
き

による消
しょう

火
か

訓
くん

練
れん

，文
ぶん

化
か

財
ざい

の建
たて

物
もの

からの搬
はん

出
しゅつ

訓
くん

練
れん

等
とう

を
行
おこな

いました。

京京
きょうきょう

都都
とと

市市
しし

総総
そ うそ う

合合
ご うご う

防防
ぼ うぼ う

災災
さ いさ い

訓訓
く んく ん

練練
れ んれ ん

のの実実
じ っじ っ

施施
しし

についてについて


